








自然科学の研究では実験データが基礎であり、再現性、信頼性のよいデータは学問体系をつくる上に必要不
可欠である。筆者が研究を始めた頃よくいわれたことはデータの再現性で、同じことを３回やってデータが一
致したら再現性があると考えてよいといわれた。こうした考えに基づいて研究もし、学生の教育にもあたって
きた。大学の研究は、自由な発想に基づく独創的な研究であるべきで、原則的には成果は公表され人類共有の
資産となるという特徴がある。そしてすぐ実用に役立つというよりは 10年、20 年先に役立つという性格のも
のが多い。大学はまた学問を体系化し、後に伝承するという役目も負っている。優れた科学技術は優れたデー
タの集積の上に生まれてくるものであるから、優れたデータの集積のある国ほど技術開発力は優れているとい
えよう。そして大学の研究はその底辺を支えるものである。
化学の分野に化学熱力学という学問分野があるが、この分野には信頼に足るデータの集積があり、筆者もエ

ネルギーや材料の研究に化学熱力学のデータを長らく利用させてもらっており、その有用性・重要性を痛感し
ている一人である。このような有用なデータが利用ができるのは信頼性の高いデータを営々と出してくれた先
人達とその信頼性を綿密にチエックしてくれたアメリカの政府機関のおかげと感謝している。半導体は情報技
術の基盤にあたるが、多年にわたる優れたデータの集積の上に成り立っていることはいうまでもない。
十数年前筆者ははからずも高温超伝導フィーバーの火付け役の一人というめぐり合わせとなり、研究の進展

を始めから眺めることとなった。高温超伝導は高い臨界温度を持つ物質が金属でなく普通絶縁体と考えられる
酸化物から見出されたこと、誰でもが簡単に物質をつくれること、臨界温度の高いものが次々発見されること、
理論的にも全く新しい分野であること、臨界温度が高く液体窒素で超伝導が発現するので応用範囲の拡大が期
待されることなどの理由で、多くの研究者が参入し、数多くの新超伝導物質が発見されたのは大きな成果であっ
た。しかし、その物性を解明する段階になって混迷が始まった。その最大の理由の一つはデータの再現性が悪
いことである。実は高温超伝導物質の伝導性が組成に敏感なのに、新物質探索の荒い方法で作成したものを組
成もよく調べずに試料に用いて物性測定を行ったことに原因があったと思っている。高温超伝導分野に新たに
参入した研究者には酸化物を取り扱うのは始めてという人も多く、ましてこの物質の伝導性が組成特に酸素量
の僅かなずれに敏感に変化することを知っている人はほとんどいないという状況で研究がなされたこと、研究
競争が激しかったので先を急いだこと、始めてということになれば論文審査の段階で是非の決定は困難である
ことなどが理由として挙げられよう。しかし研究内容の責任は研究者本人にある。データの再現性を確かめる、
自分のデータに責任を持つという原則に忠実であったら、このような事態には立ち至らなかったと思うと残念
である。高温超伝導研究初期の数年間のデータは質が悪いということはその後研究者の間でも語られるように
なったが、残念ながら時既に遅しの感がなくもない。数万ともいわれる高温超伝導の膨大な論文の中からどの
論文がデータの信頼性が高いかを見極めるのは至難のことであり、従って体系的にまとめようがなく、体系的
にまとめられないデータは利用もできず、伝承できないからである。勿体ない限りである。勿論しっかりした
データを基礎から積み上げてきたグループでは着実な前進をみせている。最近いくつかの特定分野について研
究費を重点配分し重点的に新科学技術の開発を急いで進めようとしており、産学共同のキーワードで大学の協
力が求められている。よく指摘されるように、大学はこれまで自分の殻に閉じこもって居すぎたので、特に応
用を志向する工学分野などでは、どのような技術や世間がどの方向に動いて行くのかを知る上にも積極的な関
与が望まれる。しかし、科学研究の原則は変わらないはずであるから、基本には忠実であって欲しい。急がば
回れである。
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